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この度、令和8年9月28日付けで三井住友建設株式会社(＊)と「デジタル技術を活用した効率的な
樹木管理の連携・協力に関する協定」を締結いたしました！

近年、公園樹木や街路樹の老木化が進む中、倒木や落枝による事故を未然に防ぎ、市民の皆さま
の安全・安心を確保するため、樹木の状態を的確に把握し、計画的に維持管理していくことが全
国の自治体に共通する課題となっています。

今後、木津川市の公園内で、三井住友建設株式会社が開発した樹木診断システム「tree AI(ツリー
アイ)®」等のデジタル技術を活用した実証実験を行い、官民連携による新たな技術や知見を積極
的に取り入れながら、持続可能な樹木管理の仕組みづくりを進め、市民の皆さまが安心して暮ら
せるまちづくりを目指します！

(＊)令和8年10月1日よりアルソシア建設へ社名変更

三井住友建設株式会社と「デジタル技術を活用した効率的な
樹木管理の連携・協力に関する協定」を締結しました！

■ 樹木診断システム「tree AI(ツリーアイ) ®」の概要

【お問い合わせ先】
木津川市建設部管理課（河川公園維持係）
TEL：0774-72-0501（代表） 0774-75-1221（直通）
メール： kanri●city.kizugawa.lg.jp(送信の際には、●を「@」に置き換えてください)

本システムは、現在は樹木医などの専門家が目
視で行っている樹木の初期診断を、AIの画像解
析によって実施することで、倒木などの恐れが
ある危険木のスクリーニングを簡易に行うこと
が可能となります。また、診断データをデジタ
ル管理台帳に蓄積し可視化することで、樹木管
理の高度化を実現します。

出展：アルソシア建設㈱HP（https://www.arsocia.co.jp/topics/2025/12171300/）


